
１
回
裏
、
本
校
は
川
端
将
広
君

（
３
―
８
）
の
二
塁
打
と
２
つ
の

四
球
に
よ
る
満
塁
の
チ
ャ
ン
ス
で
、

藤
谷
康
平
君
（
３
―
６
）
が
適
時

打
を
放
ち
１
点
先
制
。
そ
の
後
２

点
目
を
得
点
し
た
。
２
回
裏
、
平

尾
拓
也
君
（
３
―
７
）
が
四
球
で

出
塁
、
そ
の
後
、
谷
澤
翼
君
（
３

―
２
）
の
適
時
二
塁
打
で
３
点

目
、
続
く
山
中
俊
亮
君
（
３
―

７
）
の
適
時
二
塁
打
で
４
点
目

を
得
点
し
た
。
３
回
裏
、
田
中

良
君
（
３
―
３
）
と
、
武
田
圭

太
君
（
３
―
６
）
の
安
打
と
送

り
バ
ン
ト
に
よ
る
２
、
３
塁
の

チ
ャ
ン
ス
で
辻
天
薫
君
（
３
―

５
）
の
セ
ー
フ
テ
ィ
バ
ン
ト
で

５
点
目
、
さ
ら
に
そ
の
間
の
相

手
の
捕
手
の
悪
送
球
で
６
点
目

を
得
点
し
た
。
４
回
裏
、
谷
澤

君
と
藤
谷
君
が
相
手
の
エ
ラ
ー

で
出
塁
、
そ
の
後
藤
谷
君
の
盗

塁
中
に
起
き
た
相
手
の
送
球
ミ
ス

で
７
点
目
を
得
点
し
た
。
５
回
裏
、

武
田
君
、
平
尾
君
の
連
続
ヒ
ッ
ト

で
１
、
３
塁
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、

辻
君
が
適
時
二
塁
打
を
放
ち
、
８

点
目
を
、
続
く
２
、
３
塁
の
チ
ャ

ン
ス
で
川
端
君
が
左
中
間
へ
の
適

時
二
塁
打
で
10
点
目
を
得
点
し
、

コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
本
校
は
決
勝
へ

と
コ
マ
を
進
め
た
。

今
日
、
野
球
部
の
応
援
に
駆
け

付
け
た
吹
奏
楽
部
の
部
長
則
久
華

子
さ
ん
（
２
―
３
）
は
「
野
球
の

応
援
を
す
る
こ
と
は
憧
れ
だ
っ
た

の
で
夢
が
叶
っ
て
嬉
し
い
」
と
笑

顔
で
話
し
た
。
応
援
団
長
の
吉
松

元
輝
君
（
３
―
６
）
は
「
ス
タ
ン

ド
か
ら
も
選
手
を
後
押
し
し
よ
う

と
応
援
し
た
。
吹
奏
楽
が
あ
る
と

盛
り
上
が
っ
た
し
、
す
ご
か
っ
た
」

と
真
剣
な
表
情
で
話
し
た
。
キ
ャ

プ
テ
ン
の
山
中
君
は
決
勝
戦
に
む

け
て
「
明
日
は
周
囲
の
み
ん
な
の

期
待
も
大
き
い
の
で
よ
り
自
分
た

ち
の
試
合
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
川
端

君
は
今
日
の
試
合
に
つ
い
て
「
初

回
に
し
っ
か
り
打
っ
て
得
点
に
で

き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
、
「
今

ま
で
彦
根
東
は
夏
の
甲
子
園
に
行
っ

た
こ
と
が
な
い
の
で
、
絶
対
に
勝
っ

て
歴
史
を
変
え
た
い
」
と
意
気
込

ん
だ
。

監
督
の
村
中
隆
之
先
生
は
今
日

の
試
合
を
「
平
尾

を
楽
に
し
た
い
と

い
う
思
い
通
り
、

エ
ン
ド
ラ
ン
や
バ

ン
ト
で
点
数
に
す

る
こ
と
が
で
き
、

攻
め
の
姿
勢
が
で

き
た
」
と
振
り
返

ら
れ
、
明
日
へ
の

意
気
込
み
を
「
甲

子
園
を
狙
い
に
行

く
。
絶
対
に
負
け

な
い
試
合
に
し
た

い
」
と
話
さ
れ
た
。
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▲４点目となる適時二塁打放った山中君

▲野球部の応援に駆け付けた吹奏楽部

▲先制適時打を放った藤谷君

▲

４
点
目
と
な
る
適
時
二
塁
打
を

放
っ
た
川
端
君


